
健康・生活習慣と新型コロナウイルスの重症化リスクの関係性
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健康増進活動は新型コロナウイルス予防の鍵を握っており、特に生活習慣病リスクを抑えることが重

要です。健康・生活習慣と新型コロナウイルスの関係性を理解するために、リアルワールドデータを

用いた分析を行いました。

新型コロナウイルス診断発生率は流行初期（2020 年～ 2022 年）より昨年

（2024 年）の方が高く、依然として注意が必要な感染症であることに変わりありません。
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喫煙習慣があると、

新型コロナウイルスの

ICU 入院リスクが

 2倍以上 に！

生活習慣病があると

新型コロナウイルスのリスクが

 1.2〜4.1倍程度 に！

歩行習慣がないと、

新型コロナウイルスのリスクが

 1.3倍程度 に！
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ワクチン接種や治療薬などは普及しているものの、感染力はイ

ンフルエンザより高く依然として公衆衛生上の重要な課題です。

2024年の新型コロナウイルスの患者数は

推計1,552万人

これは、インフルエンザの患者数よりも

約400万人多い
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リアルワールドデータで示す
健康・生活習慣と新型コロナウイルスの関係性


